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自然農法家庭菜園セミナーと実習報告

来訪者の皆様へ

東久留米市で初めて、自然農法による

家庭菜園セミナーと、野島農園圃場に

て種まきの実習を行いました。

当日、30名の方が参加致しました。

今回は、日頃皆様がお庭で手軽にでき

る家庭菜園について、講師がプロジェ

クターを使用して、説明して下さいま

した。

講演後、多くの方の質問があり、自然

農法に関して、関心があることを実感

致しました。

その後、圃場にて、サトイモの植付、

トウモロコシの種まきの実習がありま

した。

多くの方が興味津々と講師のやり方を

真似て、種をまき、土をかぶせ、手の

ひらで強く押していました。

1.日時：平成24年5月26日(土)

PM2:00〜4:00

2.会場：野島農園（大門町1-3-19）

[経営者：野島貞夫]

3.内容：

「自然農法による家庭菜園セミナーと

圃場にて実習等」

講師：MOA自然農法文化事業団普及員

山田和生氏

4.主催：

門前自治会農業体験ふれあい交流会実行委員会

5.後援：

東久留米MOA健康生活（自然農法）ネットワー

ク、

JA東京みらい駅前支店、

野島農園ふれあい交流会、

東部地域ふれあい交流会 等

家庭菜園は、「育てる喜び」

と同時に「食べる喜び」を味

わえる素晴らしい趣味です

が、それだけではありませ

ん。

もう一つ、「自然と共生す

る」喜びが加わります。

都会に住む人々にとって自然

は身近なものではありません

が、少しでも自然の中に身を

置きたいと思った時、自宅の

庭や近所に家庭菜園があれ

ば、自分たちが常に自然と共

にあることが実感できるはず

です。

参加者受付 セミナー開始前の様子

自然農法は、昭和10年に提唱

された自然順応型の農法で

す。その基本となる土づくり

を継続的に行うことにより、

化学資材を使わず永続的に農

作物を栽培できる畑になるこ

とが実証され、農薬や化学肥

料の使用に疑問を持つ生産者

を中心に全国に広がって行き

ました。

昭和57年には、自然農法の生

産技術の向上や品質の評価を

行う中央研究農場（大仁農

場）が静岡県大仁町（現伊豆

の国市）に建設されます。

開会の言葉 門前自治会会長 野島貞夫

氏

挨拶 MOA東久留米 横山惣一氏

ここでは、慣行農法と自然農

法の比較試験、連作や輪作試

験、病虫害の対策、自然農法

に適した育種、全国各地の生

産者が開発した栽培技術の実

証試験など、様々な面から自

然農法の有効性が研究されて

きました。

そして平成12年、農場内に家

庭菜園区が設置され、家庭菜

園による本格的な自然農法栽

培の実証研究をスタートさせ

ました。

これまで、全国各地の生産者

が実証した栽培技術や大仁農

場で開発された様々な自然農

法の技術を家庭菜園用にアレ

ンジして、誰でも自然農法を

楽しめるような栽培方法を確

立しました。

家庭菜園の基本は、安全性や

味、栄養価など、野菜のもつ

本質的な部分を重視する方法

を大切にしていますので、ご

理解下さい。

以下、当日の家庭菜園の基本

について、講演概要を記載致

します。

講師 MOA自然農法文化事業団普及員

山田和生氏

セミナーの様子

最初に、東久留米の土は黒ボ

ク土です。

土は、土地の高低により異な

ります。

・低地は砂

・台地は黒ボク土（火山灰土

と腐植）

・山地は岩石地、岩屑土（未

成帯の土壌で、はっきりとし

た土壌の形態や構造を示さ

ず、岩石や鉱物破片の風化

が、新鮮なものから、成り

立っている）

次に、野菜を生産する旬につ

いて説明致します。

ニンジンの栽培暦

冷涼地は6月上旬植え、9月中

旬〜10月中旬に収穫

7月上旬植え、11月上旬〜下旬

に収穫

中間地は6月中旬に植え、10月

中旬〜11月上旬に収穫

8月末に植え、1月中旬〜3月末

に収穫

暖地は6月下旬植え、10月中

旬〜11月中旬に収穫

9月上旬植え、2月上旬〜3月中

旬に収穫

3月下旬植え、7月下旬〜8月上

旬に収穫

4月中旬植え、8月中旬〜下旬

に収穫

ダイコンの栽培暦

高冷地は5月下旬に植え、7月下

旬〜8月上旬

冷涼地は、ハウス＋トンネルで3月

下旬に植え、5月下旬〜6月上旬

トンネルは4月中旬に植え、6月中

旬

5月上旬に植え、7月中旬に収穫

中間地は、ハウス＋トンネルで3月

上旬に植え、5月上旬

トンネルは3月下旬に植え、6月上

旬

4月下旬に植え、7月上旬

暖地は、ハウス＋トンネルは、2月

下旬に植え、4月下旬〜5月上旬

トンネルは3月中旬に植え、5月下

旬

4月下旬に植え、7月上旬

日光が植物に与える影響を説

明致します。

日光の有無による違いを観察

したところ、1週間後には日光

を浴びていた植物の方が成長

していた。

（同じ肥料と水を与えた）

植物の葉の役目について説明

します。

葉では、光合成により、根か

ら吸収された水と、空気中の

二酸化炭素から、糖を作る。

また、根から吸収された窒素

は葉に運ばれ、この糖が分解

された有機酸と合成され、果

実や葉をつくる細胞のもとと

なるタンパク質を作ります。

植物の栄養素である、窒素の化学変

化の流れ

窒素は植物を成長させる源でありま

す（根っこの発育、葉や葉柄の伸長

を育成する）。

植物の成長に関して、育成方

法について、相違がありま

す。

具体例として、良い波長

（音）を聞かすことにより、

植物の細胞の運動が活発にな

り、成長が促進されます。

人体の構成要素について説明

致します。

水分：約65％

タンパク質：約28％

です。

人体の体は食により命を支え

られています。

「食」は、「人」を「良」

くするものです。

最後に、食について大切な格言を記

載致します。

・身土不二

「人と土は一体である」「人の命と

健康は食べ物で支えられ、食べ物は

土が育てる。故に、人の命と健康は

その土と共にある。」という意味。

・医食同源

病気を治すのも、食事をするのも、

生命を養い健康を保つためで、その

本質は同じだという事 〜広辞苑よ

り〜

病気の治療も普段の食事も、ともに

人間の生命を養い、健康を維持する

ためのもので、その源は、同じであ

るとする考え方。中国で古くから言

われる。 〜大辞林より〜

講師による解説（サトイモの植え付

け方法）

畑で実習の様子 植え方の説明

畑で実習の様子 参加者各自がサトイモの植え付け体

験

畑で実習の様子

子供たちもサトイモの植え付けに参

加

畑で実習の様子 畑で実習の様子

畑で実習の様子 畑で実習の様子

トウモロコシの種の蒔き方を各自実

習している様子

畑で実習の様子

畑で実習の様子 畑で実習の様子

畑で実習の様子

自然農法圃場にて、各種野菜の様子

を見学

野菜の育成方法を説明

衛生のために手洗い 衛生のために手洗い 記念撮影

司会 野島武夫氏（東部地域ふれあい

交流会事務局） 挨拶 まちおこしの会 笹山氏 当日の行事関係者と講師と記念撮影

事前に駅前ロータリーにて告知 当日、案内看板（会場案内） 会場入口看板

最後に、今回の講師を派遣頂

いた一般社団法人MOA自然農

法文化事業団の近況について

述べると、

タイ国の方からの養成で、今

MOAの自然農法の専門家を派

遣し、タイ国の農業従事者へ

自然農法を教えている状況で

す。

タイ国において、その素晴ら

しさを分かり、実施する農家

が増え、今や日本を凌ぐ勢い

だそうです。

その背景には、農民が貧困に

喘ぎ、肥料や農薬を買うお金

がなく、焼畑農法をしてい

て、どんどん環境破壊が進

み、大きな問題になっている

そうです。

自然農法に切り替え、土の力

で素晴らしい野菜ができ、そ

の野菜を求める消費が増えて

いる状況です。

先日、タイ国の衛生大臣と国

会議員、公立病院の委員長ら

約70名が高輪の東京療院と大

仁瑞泉郷（自然農法家庭菜園

研究施設農場）を見学に来ら

れました。

タイ国でも、生活習慣病患者

の急増が社会問題となってお

り、国家予算を逼迫し、国の

方針として予防医学に切り替

えていくようで、そのモデル

として、東京療院を見学に来

られたとのことで、その内容

に感動され、国策としてやっ

ていきたいと、衛生大臣が語

られていたそうです。

生活習慣病は、ドイツでは文

明病といっているそうです

が、世界共通の問題であり、

今の西洋医学では解決できな

い状況です。

統合医療で、予防医学、健康

な方もさらに健康を目指すと

いった、医療への切り替え

は、時間の問題となりつつあ

るようです。

その解決に一番メスを入れな

くてはならないのは食と農と

いうことです。

このような、MOAの取り組みに農

家として感動しています。

今後、東久留米市内で有機農法、自

然農法の実施者が増え、健康な地域

社会づくりが普及することを念願し

ています。

又、今年も門前自治会主催で親子農

業体験を実施［ジャガイモ掘り 7月

21日(土)、サツマイモ掘り 10月20

日(土)]予定です。

参加者に安心・安全な野菜を収穫し

て頂きたいと思っています。

尚、野島農園ふれあい交流会は、自

然農法体験ボランティアを募集中で

す。

毎月第4日曜日AM8:30〜11:30頃迄

門前自治会主催 家族・親子農業体

験用野菜等の育成を行なっていま

す。

あなたも野島農園で家庭菜園を体験

し、日々明るく元気で健康ライフを

始めて見ませんか！

興味がある方は是非ご参加下さい。

文責：

門前自治会会長 野島貞夫

TEL:090-3224-0278

FAX:042-476-2555

mail:nojima.sadao@jcom.home.ne.jp

※本記載内容は、当日の資料に基づ

きまとめました

※写真掲載了承済

※本内容は、東久留米MOA健康生

活（自然農法）ネットワーク監修

前のページへ戻る

東久留米のふれあい情報サイト くるくる


